
上田染谷丘高等学校の歴史を紹介 シリーズ３ 

 

「校名」について その経緯等を「上田染谷丘高等学校百年誌」から紹介します。 

 

①私たちの学校は明治 34（1901）年「小県郡立上田高等女学校」として創立しました。 

この年から数えて今年で 116 年になります。 

最初に校舎（町名から丸堀校舎といいました）が建てられた場所は、現在の上田城跡 

公園の東側、清明小学校がある場所でした。ここは、もとは上田藩の土木工事を担当 

する役所があった所でした。（下の写真は「上田染谷丘高等学校百年誌」より） 

                     

←②の場所に校舎が建てられました。 

（丸堀校舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



②明治 42（1909）年に、女子中等教育の充実を図るため郡立から県立へ移管され、 

 「長野県立上田高等女学校」と名称変更しました。（創立 9年目の出来事） 

 

③大正 5(1916)年に校舎は、上田城近くの丸堀校舎から、上田町鍛冶町裏（上田町大字

常入字上堺田 今の上田合同庁舎がある所）の新校舎へ移転となりました。 

これは、松本から上田に移転するはずだった女子師範学校が長野県の財政緊縮のため

中止となり、女子師範学校のために建築された校舎を高等女学校が使用することにな

ったからです。（創立 16年目の出来事） 

 下の写真は全て「上田染谷丘高等学校百年誌」より 

 

市街地の東のはずれ（写真右端）に校舎が建てら

れました。（材木町校舎） 

 

 

 

 

今は長野県上田合同庁舎になっています。 

この校舎から見た東側の丘が「染屋
・ ・

丘」でした。 

 

 

 

 

学友会誌『棕櫚』の名前のもとになった棕櫚が 

玄関前にありました。（ヤシ科の植物です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④大正 9（1920）年、長野県の方針で県立の「立」の字を名称から外しました。 

 「長野県上田高等女学校」と名称変更しました。（創立 20年目の出来事） 

 

ちなみに、 

①第１回染谷祭は、昭和 38（1963）年 9月 13,14,15日に開催されました。 

「染谷祭」の名称は評議員会で審議され、 

「染谷祭」「染丘祭」「棕櫚祭」「棕櫚」「交友祭」の 5つから投票で決められました。 

②学友会は、昭和 24（1949）年に、GHQ軍政部が高校長会に出した「生徒の政治活 

動に関する指示」に学校が指導強化するよう記されており、生徒の自治活動が 

後退することになりました。その中で、それまでの交友会（班・クラブ）と生徒 

自治会が一本化され、「職員生徒一体となって活動しうる学友会」として発足しま 

した。 

写真は「上田染谷丘高等学校百年誌」より 

 

 

 

 

 

 

 第 1回染谷祭のパンフレットです 

 

⑤昭和 25（1950）年、新制高校発足にともない、上田高等女学校も校名変更を含め、 

大変革が行われました。（創立 50年目の出来事） 

 

・昭和 23（1948）年 4月 4日職員会 

「上田染谷丘高等学校」と変更することを決定（『50年小史』より） 

「染谷」は学校在所の実際の地名ではないが、神科村染屋に近いため、往時（むかし）、 

現校舎に移転したころ、俗に「そめやの学校」と呼ばれたことがあり、また、将来 

校地が発展して染屋丘に近接することも予想して名づけたものである。」  

・多くの証言によれば、公募で得た候補名の中から、生徒の投票結果や同窓会および 

父兄会の意向等を参考にして、丸山諒男高等案を職員会で了承し決着した。 

 



・当時は「染屋丘」、「染谷ヶ丘」、「染ヶ丘」などの異名混乱が生じた。 

・4月 4日の職員会誌にも、そのことが記録されている。 

・4月 19日に丸山校長が「someyaoka」とローマ字で強調し、名称の定着を図った。 

  写真は「上田染谷丘高等学校百年誌」より  

右の門柱にアルファベットの校名がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥昭和 44（1969）年、生徒急増期（当時の生徒・職員数は 1400人以上）に対応する 

ため新校舎（現上田染谷丘高校）が建設され、移転しました。（創立 69年目の出来事） 

【この地（西丘）が選ばれた理由】 

 ・もとの校地面積の 2倍以上（約二万坪）の面積が確保できる。 

 ・太郎山に近づく方が風が少なく、体育やクラブ活動でボールが流されにくい。 

 ・太郎山山腹に水源地新設予定があり、近い方が便利である。 

 ・すべてのバスが新田を通過するので、校地は新田に近い方が便利である。 

 ・他の候補地が、用地買収が困難だった。 

 ・この地は北側がリンゴ園、南側が棚田状の水田、グラウンドは畑地だった。 

 ・眺望が素晴らしかった。 

    

 

                                                        写真は「上田染谷丘高等学校 

                                     百年誌」より 

                                       現在の校舎が建設される前の 

                          様子です。 

 

 

 

⑦昭和 51（1976）年、男女共学になりました。（創立 76年目の出来事） 

長野県の高等学校 12通学区制実施に合わせて普通高校が男女共学になっていく時期 

でした。 
            

 

  写真は「上田染谷丘高等学校百年誌」より  当時の学校新聞の見出しです 

 

 


